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皆様には、平素より、琉球銀行をご利用、お引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。多く
の皆様に琉球銀行をより一層理解していただくために、「琉球銀行の現状」(2020年版中間ディスクロージャー
誌)を作成しました。

2020年度上半期の国内経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を大きく受けて、企業収益の大幅
減少が続いたことから、設備投資が弱い動きとなりました。一方で、生産および個人消費が持ち直しつつあ
ることから、全体としては、依然として厳しい状況のなか持ち直しの動きとなりました。

県内経済は、個人消費が新型コロナウイルス感染症や消費税率の引き上げの影響から引き続き弱含み、建
設が民間工事の一服から弱含みましたが、観光に下げ止まりの動きがみられていることから、全体としては、
下げ止まりの動きとなりました。

しかしながら、依然として幅広い業種で非常に大きな影響を受けています。その影響は雇用環境にも及ん
でおり、全体的にリーマンショック時よりも厳しい状況だと認識しています。

このような厳しい環境の中にありますが、2020年4月より中期経営計画「SINKA2020」（期間3年:2020
年4月～2023年3月)をスタートさせました。

新しい中期経営計画「SINKA2020」では、「景況に左右されず、どんな時も地域を支え、地域の発展に寄
与する真のリーディングバンクへ」を目指す姿に掲げ、前回の中期経営計画の流れを汲みつつ、預金、融資、
為替といった銀行本来のコア業務を「進化」させ、新たに取り組んできたキャッシュレス決済などの銀行付
随業務の「深化」を図り琉球銀行グループ全役職員がチャレンジし続けることで「SINKA」していくという
思いが込められております。

具体的には、人材育成改革によりお客様に付加価値の高いサービスを提供できる人材を増やしていくとと
もに、営業店現場改革による業務効率化を徹底的に行い、お客様と向き合う時間を創出することで顧客本位
の業務運営態勢を確立させ、法人ビジネス戦略、リテールビジネス戦略、キャッシュレス戦略、チャネル戦
略で掲げた各施策をスピーディーに実行に移し、新中期経営計画の目指す姿に掲げる「景況に左右されず、
どんな時も地域を支え、地域の発展に寄与する真のリーディングバンクへ」の達成に向け取り組んでまいり
ます。

今後も引き続き、「地域から親しまれ、信頼され、地域社会の発展に寄与する銀行」という経営理念を達成
すべく、地域の課題解決に努め、お客様が真に求める商品・サービスの提供に努めてまいります。
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